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高齢化社会を反映し、近年の救急医療では
高齢者の救急搬送が増加しており、特に軽症・中
等症の患者が多くを占めるようになっています。
そのため、入院医療の機能分化や受け入れ体制
の整備に向けて、高次医療機関からの転院搬送
の促進が必要とされています。
地域の病院同士が日頃から連携関係を構築し、
高次救急病院に搬送された患者が、「連携する
一般病院でも対応可能」と判断された場合に転院
搬送を行うことを「連携搬送」と呼びます。この「連
携搬送」が適切に行われることで、高次医療機関
が本来対応すべき重症患者を、空床不足などの
理由で受け入れられないといった事態を防ぐこと
が可能になります。
当院はこれまでも「断らない救急」を掲げ、年間
約5,000台の救急車を受け入れ、その応需率は
99％以上を維持しています。

救急搬送される患者の高齢化は顕著で、誤嚥性
肺炎、大腿骨骨折、慢性心不全の急性増悪など、
高齢化社会を反映した疾患が増えています。
このような背景から、当院では2024年より病病
連携にこれまで以上に注力しています。湖東2次
医療圏の3病院（彦根中央病院、豊郷病院、友仁
山崎病院）に加え、東近江医療圏のヴォーリズ
記念病院、東近江敬愛病院とも連携協議を進め、
「連携搬送」がより円滑に行える体制を整えて
います。
これらの病病連携は、救急医療に限らず幅広い
疾患への対応にもつながり、地域住民の健康を
地域全体の医療機関が協力して守っていく体制
の強化に寄与しています。

『地域医療を支える病病連携』
湖東医療圏の病院間の

タイムリーな連携搬送の実現



救急患者連携搬送について

【 対象となる疾患や患者の状態の例 】
・外科的治療の適応がない整形外科疾患
・尿路感染症(複雑性ではないもの)
・誤嚥性肺炎
・カテーテル検査・治療が不要な心不全患者
・点滴加療のみの軽症の脳梗塞
・その他、高齢者の食欲不振、脱水症、老年内科的な範囲 等

【 当院と協定書を締結している病院 】
彦根中央病院
友仁山崎病院
豊郷病院
東近江敬愛病院（東近江圏域）
ヴォーリス記念病院（東近江圏域）

【 当院と協定書を締結している病院 】
彦根中央病院
友仁山崎病院
豊郷病院
東近江敬愛病院（東近江圏域）
ヴォーリス記念病院（東近江圏域）

2024年度の診療報酬改定により、救急での初期診療後の転院搬送に関して
「救急患者連携搬送料」が新設されました。これは地域における医療資源の
効率的な活用を推進するという観点から設けられたものです。
当院はこれまでも近隣の入院病床をお持ちの病院と役割分担をしてきたという
強みを活かし、いち早く体制の整備を行いました。

救急外来を受診した患者の初期診療を当院で実施し、
連携する他の医療機関において、

入院医療を提供することが適当と判断した上で、
医師or看護師or救急救命士が同乗の上、
病院車で搬送を行っております。

病院間のつながりを強固にし、地域医療に貢献していきます

2024年の搬送実績

連携病院の体制等により
個別に相談をして
決めたものです

※記載順：当院からの搬送距離


